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貴金属基板上のメタルフリーフタロシアニン（2HPc）・ポルフィリン（2HTPP）２次元有機分

子規則配列へ、超高真空環境下・基板温度 300 K にて 3d 磁性原子を吸着し、続けて 350-700 K

アニールすると、有機分子コア位置にある２つの水素原子が脱離し、代わりに 3d 磁性原子が

分子コアに挿入する：例、2H-TPP + Co → Co-TPP + H2 (gas)。Pc や TPP のようなリジッドな

有機分子膜での metalation process の研究は、新たな２次元磁性材料になることが期待され活

発な研究がされてきた。 

 本研究で我々は、あえて、超高真空環境下・基板温度 5-300 K にて、ソフトな環状分子へ

の磁性原子吸着を実施した。環状分子は分子中央に「環」を有する。この host「環」に磁性

原子（guest）をトラップできるように設計されている。環状分子として tetrabromide dibenzo 

18-crown-6 ether (Br-CR)、貴金属基板として Cu(111)表面を使用した [1]。角度分解紫外線光電

子分光 (ARUPS, 分子研)と、低温・超高真空・走査トンネル顕微鏡 (STM, 千葉大)の 2 つの

異なる装置にて研究を行ったため、水晶振動式膜厚計による精密な昇華分子量制御を行い [2]、

同一量 Br-CR 分子の吸着に成功した。 

環状分子は極めて柔軟である。ガス状でも Br-CR は折れ曲がる。ところが、Cu(111)基板に

吸着した Br-CR 分子は基板―分子間相互作用と分子間相互作用のエネルギーバランスにより、

Br-CR 内のリングは基板に対して平坦な(7×4)規則配列することが STM / LEED 計測より分か

った。ARPES / STS より HOMO: ‒1.5 eV, LUMO: +1.4 eV を確認した [3]。 

この 2 次元 Br-CR (7×4)配列へ磁性原子（コバルト Co）を吸着した。Br-CR 膜表面の周期ポ

テンシャルを吸着 Co 原子が感じれば、新たな Co 原子配列が作製できる。吸着量や基板温度

を変化させた際、表面に出現した磁性原子有機分子複合体の詳細を報告する。 
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